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《課題》 日本発の先端素材CNTは多用途が期待される一方、分散の難しさにより実装まで進みにくく、

用途探索が広がりにくい。その結果、産業競争力や課題解決の選択肢が十分に増えない。

《解決の方向性》 アート表現で、理屈だけでは伝わりにくいCNTの特長（究極の黒／導電性／軽量性

など）を“直感で分かる体験”として提示し、企業・開発者の用途発想を増やす。生まれた用途テーマを

分散条件×評価で整理し、「用途ごとに狙って性能を出す」実装準備へつなげ、次フェーズでPoCに移

れる事業モデルとして成立させる。

⚫ 成立性検証：ビジネスモデル（体験→用途テーマ→分散で実装準備）が回るかを検証（顧客像／

価値／収益の仮説）

⚫ 初回発表の検証：初回発表の場（展示・イベント等）を選定し、第三者視点で「刺さり方／回収でき

る用途テーマ」を検証

⚫ 市場調査：ファストカスタマー候補の探索（課題・導入条件・価格感・意思決定プロセス）

⚫ プロトタイプ作成：最小構成の体験デモ＋分散条件と性能のつながりを確認する評価手順

CNTの利用を検討する企業・開発者へのヒアリングでは「関心はあるが未体験」「試したが性能が出

ず断念」が頻出しており、入口不足と分散・評価の再現性不足が壁だと捉えている。本事業では、

CNTの特長を直感的に理解できるアートによる体験デモを入口に用途テーマを創出し、蓄積してき

た分散評価データをもとに分散条件の設定と評価を行い、実装検討へ接続するビジネスモデルを確

立する。次フェーズはまず発表の場（展示・イベント等）を設計し、反応から具体ニーズを獲得する。獲

得したニーズを起点にテーマを絞り、PoC／協業へ段階的に展開する。
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